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報告 

次世代図書館サービスへの模索 
-韓流図書館に学ぶ- 

馬場 謙介†  南 俊朗‡  伊東 栄典§ 
<抄録>  
インターネットやそれを利用したサービスが普及するに合わせて図書館資料も従来の紙資料からディジタル資

料へと比重を移してきている．インターネットの利用が非常に進んだ国としてよく知られている韓国の図書館は

このような変化の中でどのようなサービスを行っているのかを調査するために2010年3月初旬ソウル市内にある

先進的な図書館を訪問した．本稿は我々の訪問先である恩平区立図書館，正讀図書館，ソウル大学図書館，およ

び韓国国立図書館などにおける図書宅配サービスや図書電子化に関する調査結果を報告し，また，それを踏まえ

て次世代の図書館サービスの在り方を考察する． 
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1. はじめに 
インターネットをはじめとする電子通信網の整備や

PC やモバイル端末の普及により，我々の生活の至る所

で情報通信技術を駆使したシステムが利用されている．

図書電子化に代表されるように，図書館もまた，この

社会の変化に適応するための大きな変革を迫られてい

る． 

我々は次世代の図書館サービスについての研究開発

を行っており，図書館サービスにおけるマーケティン

グの在り方[1, 2]，機関リポジトリの役割と効果，電子

認証と電子的コンテンツである e リソースの図書館に

おける扱いなどの研究開発を行ってきた．今回は次世

代の図書館サービスの在り方について調査するために

福岡から も近い首都である韓国ソウル市にある 4 つ

の図書館（恩平区立図書館，正讀図書館，ソウル大学

校図書館，および韓国国立図書館）を 2010 年 3 月上旬

に訪問した． 

図書館サービスに関連する環境の変化として，我々

は特に図書の電子化に着目した．図書が紙媒体から電

子媒体に変わることによる図書館サービスの変化を表

にまとめる．図書の蓄積を主にする電子図書の管理に

ついては，「保存」だけでなく「納本」や「公開」につ

いても仕組みを変える必要がある．また，図書館で保

存する紙媒体の図書の量が減るならば，物理的な空間

の新たな活用方法を考える必要がある．あるいは，物

理的空間を持たない図書館のサービスを考える必要が

ある． 

 

次世代図書館サービスの在り方 

図書館の役割は古来より，人類が創造した知識を蓄

積することと，それを伝承するために知識の参照を行

うことである．従来，図書館が扱う知識は紙媒体（あ

るいは紙に類する媒体）に印刷された図書であった． 

これらの図書館の在り方は，近年の技術発達により

変化が求められている．変化に対する大きな要因は，

情報通信技術の発達と普及，また物流基盤の整備など，

様々な社会基盤の開発と成熟である． 

近年，電子媒体上に記録された図書が急増している．

電子媒体図書の蓄積について，保存だけでなく納本や

分類，書誌情報の登録について仕組みを考える必要が

ある．参照についても，電子媒体の公開手段，閲覧の

際の権限管理などについての検討が必要である．また，

図書館で保存する紙媒体の図書の量が減るならば，物

理的な空間の新たな活用方法を考える必要がある．あ

るいは，物理的空間を持たない図書館のサービスを考

える必要がある． 

物流基盤の成熟も重要である．民間のサービスでは，

通信販売，テレビショッピング，オンラインショッピ
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ングなど，情報通信技術と物流基盤を使ったサービス

が充実している．図書館に近いサービスとしても，宅

配レンタルビデオサービスは実現されている．一方，

図書館サービスでは多くの場合，来館しないと図書を

借りられない． 

さらには，図書館の役割についても変化がある．近

年では，学習教育の支援機能や，知的なコミュニティ

の形成機能などの役割も求められている．表１に図書

館の役割と，媒体に対するサービス実現手段をまとめ

る． 

 

表 1 図書館の役割と記録媒体に対するサービス実現手段 
役割 紙媒体 電子媒体 

蓄積（Archive） 建物，部屋 
書庫 
貴重資料庫 

リポジトリ 
電子ジャーナル 
電子書籍 

参照（Reference） 分類（NDC） 
書棚 
図書カード 
検索，推薦 
（宅配） 

分類 
検索，推薦 
ネットワーク，
Web 

学習教育支援 建物，部屋 
書棚 
書籍 

情報端末 
ネットワーク，
Web 

 

視察における調査内容 

前述の考察を元に，次世代の図書館サービスとして，

図書の電子化と物流の利用についての視察を行うこと

にした．具体的には，以下の点に関する情報の収集で

ある． 

A. 電子図書に関するサービス 

1. 電子図書の納本，保存，公開 

2. 既に所蔵する図書の電子化 

3. 電子図書の閲覧ポリシー 

B. 所蔵スペースを必要としない図書館のサービス 

1. 既存スペースの学習等への提供 

2. 図書宅配サービスの現状 

 

2. 恩平区立図書館 
3 月 4 日午前に，恩平（ウンピョン，Eun-Pyeong）

区立図書館[3]を訪問した（図 1）．本図書館は，ソウル

市西北部に位置する恩平区の図書館であり，2001 年に

設立された比較的新しい図書館である．京畿道にある

果川市図書館と並んで韓国で 初に RFID 技術を取り

入れた図書館として知られている[4]． 

恩平図書館はいわゆる PFI 方式（Private Finance 

Initiative）で運営されている．運営母体はインドクウォ

ンという仏教系の社会福祉法人である．本図書館は

RFID に限らず様々な先進的な活動を活発に行ってお

り韓国内でも大きな関心を集めている．2009 年 12 月

に発行された図書館のニュースレターによると全国公

共図書館協力業務 優秀図書館に選定されて文化体育

観光部（日本での省）の長官賞やソウル文化財団の＜

2009１つの図書館１つの図書読書＞優秀図書館として

ソウル市長賞を受賞したとのことである． 

恩平区立図書館では，所蔵する図書の電子化を積極

的に推進している．電子化の作業を図書館内で行って

おり，実際に裁断機で本の背表紙を切り，スキャナー

で取り込む設備を見学した（図 2）． 

図 1 恩平区立図書館の外観 

図 2 図書電子化のための裁断機 

図 3 高速スキャナー 
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まず表紙カバーと図書本体を貼り合わせているノリ

を溶剤によって溶かし，カバー部分を取り外す（図 2）．

次に残ったノリ部分を裁断機（図 2）により切断し，

図書の各ページをばらばらにする．それを高速スキャ

ナー（図 3）にかけて電子画像化する．作業の終了後

には，図書の本体ページ及び表紙カバーを再びのり付

けして元と同様の状態に復元する．ざっとこのような

手続きで，図書館独自の電子化を実施している．著作

権の関係で電子化されたデータを外部に配信すること

はできないため館内限定で閲覧に供しているようであ

る． 

また，恩平区立図書館では図書と同様に RFID を利

用した IC 利用者カードにより無人で管理されるロッ

カーをいくつかの地下鉄の駅に設置しインターネット

経由の申請により図書の貸出・返却が可能である（図

4，図 5）．すべてのロッカーはカメラにより恩平区立

図書館の一室から監視されている．地下鉄に設置され

たロッカーへの集配作業は，図書館職員が乗用車で

行っている．我が国の例でも，島根県にある斐川町立

図書館[5]は街中のショッピングセンターなど数か所

に図書返却機を設置しており，その回収を職員が出勤

途中に行うなどしている．比較的小規模の利用に関し

てはこのような方式でも十分通用するのであろうが，

本格的な運用を行うためには業者を利用するなどの対

応が必要であろう． 

恩平区立図書館における本サービスの概要を図 6 に

示す．貸出図書の地下鉄の受け取りを希望する利用者

は，まず図書館 HP を利用して希望する図書と受け取

り場所を申請する．それに応じて職員が指定の地下鉄

駅まで配送する．職員は職員用カードを用いて予約図

書貸出機（図 4）を操作し，空いているボックスに該

当図書を格納する．その連絡を受けた利用者は通勤や

通学の途中に立ち寄ることになる．利用者は自分の利

用者カードとシステムから与えられたコードを入力す

ることで受取人本人であることを証明する．それを受

けて，その利用者が予約した図書を格納していた扉の

ロックが外れ，利用者は指定の図書を受け取ることが

できる．返却の際は予約図書貸出機の隣にある返却機

（図 5）に返却する．投入口のすぐ下にあるリーダに

返却図書をかざすと，図書に貼付された IC タグ（RFID

タグ）の識別データが読み取られる．それが受け入れ

られるべき図書であることが確認されると投入口の

ロックが外れ，利用者は図書を投入口に返却できる．

それと同時に返却処理も完了する．ざっとこのような

手続きで無人の貸出・返却が行われる． 

韓国の公共図書館は，利用者への利便性の高さなど

ではなく，すでにある公有地を利用するなどの政策上

の理由から，しばしば地理的に不便な場所に設置され

るそうである．恩平区立図書館もそのような事情があ

るためか， 寄りの駅から坂道を 10 分余り登ってよう

やくたどり着くような場所に建設されている．そのよ

うな事情があるからこそ，地下鉄駅構内という利便性

の高い場所に予約図書の貸出機や返却機の設置を熱心
図 4 地下鉄駅構内に設置された無人の予約図書貸

出ロッカー 

図 5 無人返却機 

図 6 図書無人貸出返却サービスの概要 
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に行っているのであろう．本図書館は他にも移動図書

館サービスや宅配サービスなどによる非来館者向け

サービスに力を入れている． 

韓国ではまた，“小図書館”の普及に力を入れている．

小図書館とは，通常の図書館の基準を満たさない小規

模の図書館，もしくは，図書室であり，一般市民が身

近に利用できる図書館施設としての役割を果たしてい

る．それらは私的，公的に運営されているが，市立図

書館などの公的図書館が支援を行うことで，十分な正

規図書館を建築する代替図書館となっている．ここに

も正規の図書館へのアクセス性の悪さを補う工夫が感

じられる． 

韓国の図書館全般に当てはまるが，図書館が図書閲

覧だけでなく，受験勉強等の場所としても多く利用さ

れているとの説明を受けた．利用者は，図書館の入り

口に設置されている端末から席を予約して上で入室す

る．これらの部屋の閉室時刻はほかの部屋より遅く設

定されていることが多い． 

 

3. 正讀図書館 
3 月 4 日午後には，正讀（チョンドク，Jeong-Dok）

図書館[6]を訪問した（図 7）．この図書館は，ソウル市

中心部の鍾路区にあり，1977 年に設立された． 寄り

駅である地下鉄 3 番線安国駅から 5~10 分程度離れた

場所にある．本図書館は広大な公園内に設置されてい

る．正讀図書館の建物は，韓国でも屈指の伝統ある高

校の校舎だったものを図書館用として改装して利用し

ているとのことであり，長い廊下や長方形の建築をつ

なぐ渡り廊下にある掲示版など一般の図書館建築とは

異なり学校建築を彷彿させる．図書館訪問の前に，図

書館敷地内の別棟にある食堂で昼食をとった．韓国の

他の公共図書館と同様に大衆食堂という雰囲気であり，

比較的安価に食事ができる．公共施設としての図書館

が当然備えるサービスと考えられているのであろう． 

正讀図書館では，主に，図書の宅配サービスについ

てのヒアリングを行った．サービスの概要を図 8 に示

す．このサービスの会員は約 300 名で，料金は宅配が

2,500 ウォン，返却が 4,500 ウォンである．ただし，障

害者および 65 歳以上の利用者に対しては無料でサー

ビスを行っている．サービスの範囲はソウル市内のみ

で，正讀図書館のサイトから申請が可能である． 

図書館が所在する公園風の広大な敷地内には図書館

以外にソウル教育史料館も設置されており，教育の歴

史を学ぶことができる．館内には過去の高校生制服の

変遷が展示されていたり，昔の教室を再現した部屋が

あり当時の弁当の模型が置かれていたり，更に古く朝

鮮時代の学校（書堂，日本の寺子屋のようなもの）の

ジオラマ（図 9）があったり，当時の教科書であった

論語や孟子，大学などの実物を見ることができたりと

貴重な資料が満載である． 

 

4. ソウル大学校図書館 
3 月 5 日午前に，ソウル大学校図書館[7]を訪問した．

3 月は韓国の新年度の始まりであり，ソウル大学校で

も入学式があったばかりの時期であった．図書館は，

1946 年のソウル大学校[8]設立と同時に開館した．今回

訪問した中央図書館の他に 7 つの分館がある． 

正面入り口近くには「Book Cafe」と呼ばれる閲覧ス

ペースがあり，雑誌等を気軽に読むことができる（図

10）．その奥に位置する閲覧室には 100 席ほどの座席が

備えられている．前述の恩平区立図書館と同様に，利

用者は座席を予約した上で入室する（図 11）．雑誌は，図 7 公園内の図書館 

図 8 図書宅配サービスの概要 

図 9 朝鮮王朝時代の教育風景のジオラマ 
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本館だけで約 3,700 タイトル，分館を含めると約 5,000

タイトルが閲覧可能である．また，25 席程度の DVD

の閲覧室があり，約 1 万タイトルの DVD が閲覧可能

である． 

ソウル大図書館では返却期限を過ぎた図書に対して，

1 日ごとに 200 ウォンの延滞料が課せられる．また，

館内のいくつかの場所にある検索用端末には，企業の

広告がついているものもある（図 12）．提供するサー

ビスの向上と同時に，その原資の確保にも工夫が必要

だと感じた． 

書庫には約 100 万冊の書籍を含む約 300 万点が所蔵

されており，さらに 1945 年以前の書籍約 30 万冊が別

に保管されているそうである．電子的な文献について

は，12TB の記憶容量を有するサーバ群で管理されて

おり，うち 7TB がコンテンツデータ用として実際に使

われているとの説明を受けた．このシステムの管理コ

ストは，年に約 5 億 8 千万ウォンということだった．

また，別のシステムでデータのバックアップをとって

いるそうである． 

昼食時には，ソウル大学校図書館長の金鐘瑞（Kim 

Chong-Suh）教授らと意見交換を行った．特に，機関

リポジトリを中心とした図書電子化の取り組みについ

て質問をした．この図書館では約 5 万件の電子コンテ

ンツを有しており，うち約 3 万件をこの 1 年で電子化

したとそうである．特に，学位論文については，新し

いものが電子的に所蔵されるだけでなく，過去のもの

もさかのぼって電子化を行ったとのことであった．リ

ポジトリへの研究成果登録推進のための具体的な取り

組みとして，各研究者への通知の励行に加え，分館毎

の予算を担当部局の登録率と連動させているそうであ

る． 

 

5. 韓国国立中央図書館 
3 月 5 日午後に，国立中央図書館[9]を訪問した．こ

のうち特に，2009 年に開館したディジタル図書館[10]

について報告する． 

国立ディジタル図書館（国立中央図書館ディジタル

図書館）では，約 37 万冊の電子化された図書を所蔵し

ている．電子化に際しては，有識者の協議の結果，テ

キストデータだけではなく画像としての保存を行った

との説明を受けた．メインとなるフロアには，PC 等が

利用可能な席が約 250 席あり（図 13），8 つの会議室が

ある．また，映像の撮影や音声の録音が可能なスタジ

オや講演等の開催が可能な部屋が備えられている． コ

ンテンツが電子化されただけでなく，フロアガイドや

貴重書の閲覧端末等の至る所に情報通信技術が利用さ

れている（図 14）．従来の新聞閲覧ボードの代わりに

図 10 雑誌等の閲覧スペース「Book Cafe」 

図 11 図書閲覧室の座席予約システム 

図 12 企業の広告がつけられた図書検索端末 
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タッチパネル方式の新聞閲覧スクリーンも設置されて

いる（図 15）．新聞以外にも雑誌や貴重図書なども本

システムを用いて閲覧可能である． 

著作権に関する制約として，電子化された書籍は自

宅では閲覧することはできず，この図書館と契約した

分館でのみ閲覧可能である．これに関連して，韓国で

は電子的な納本に関する法整備が行われたとのことで

あった．また，コピー代には著作権料を上乗せされて

おり，DVD 等の再ディジタル化はできないそうである． 

国立ディジタル図書館は 2009 年に開館したばかり

であり，マスコットキャラクター（図 16）を制定する

などして国民に親しんでもらうよう努めているところ

が印象的であった． 

 
図 16 国立ディジタル図書館のマスコットたち（後列） 

 

6. その他（東大門図書館訪問など） 
これまで紹介してきた図書館とは別にソウルへの移

動日である 3 月 3 日午後の空き時間を利用して個人的

に南 1 人で東大門（トンデムン）図書館[11]を訪問し

た．本図書館も正讀図書館と同じくソウル市立図書館

である．今回は一般的・平均的な公共図書館の状況を

見学することを目的に宿泊したホテルの近辺にある図

書館として本図書館を選んだ．地下鉄 1 号線新設洞（シ

ンソルドン）駅から徒歩数分という極めて交通の便の

良いところにある．公園の角部分を利用して図書館を

建設したものらしく図書館敷地は3角形である（図17）．

近所の住民が気軽に訪問できる雰囲気がある．地下 1

階地上 5 階あり見た目以上のスペースがある．蔵書数

も20万冊を超える．上層階の4, 5階は資料室（閲覧室），

図 13 国立ディジタル図書館の閲覧フロア 

図 14 タッチパネルや IC カードを利用したフロア

ガイド 

図 15 タッチパネル方式で新聞を読める 

図 17 東大門図書館 
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中層の2, 3階は学習室や視聴覚室など，1階は児童室，

そして地階は韓国の公共図書館では定番の食堂や書庫

が備えられている．学習室の利用は，これも定番であ

る座席予約システム（図 18）を用いて予約した後利用

可能である．韓国では大学図書館，公共図書館を問わ

ず学習室の提供が図書館の大きな役割である．実際，

利用時間を見ると資料室が午前9時から午後7, 8時（夏

時間の場合．冬時間は 1 時間早い）であるのに対して

学習室は午前 7 時（冬時間は 8 時）から午後 10 時まで

となっている． 

なお，韓国の図書館では RFID（IC タグ）の導入は

公共図書館にとって 早当然のようになっており，東

大門図書館でも導入が進んでいる．折しも訪問した直

後に児童室への RFID システム関連の工事が予定され，

またそれに合わせて蔵書点検を行うため 5 日間児童室

が臨時閉鎖されるとのことであった． 

 

7. おわりに 
韓国ソウル市にある大学図書館や公共図書館を訪問

し，次世代の図書館サービスについて調査を行った．

まとめとして，今後の図書館（特に，九州大学附属図

書館においての）サービス変革へ向けて，以下を提言

する． 

 

図書電子化への早急な対応 

図書電子化への対応としてまず取り組むべきことは

コンテンツの量を増やすことである．2010 年 5 月には

日本でも Apple 社の iPad [12]が販売開始となり，電子

書籍が注目を集めている．国立ディジタル図書館はも

ちろんだが，ソウル大学校図書館の電子コンテンツの

量は膨大で，かつ，短期間で電子化されたものだった．

電子コンテンツを増やすためには，既に紙媒体として

所蔵している図書の電子化と，電子媒体としての納本

に分けて考えることができる． 

前者については，恩平区立図書館のように，図書電

子化の作業を図書館の恒常的な作業として行うべきで

ある．加えて，複数の図書館の間で電子コンテンツの

共有ができれば，飛躍的に効率が上がると予想される．

これには著作権に関わる法解釈も含めた協議が必要で

ある． 

後者については，電子図書の流通における図書館の

役割を新しく考える必要がある．従来の紙媒体のモデ

ルのように，図書館がコンテンツを購入し，利用者に

貸すのであれば，複製が容易になることを考慮しなけ

ればならない．ひとつの解決法は，認証やアクセス制

御等の情報技術を利用した新たな仕組みの開発である．

また，特に大学図書館に関しては，大学独自のコンテ

ンツであり，毎年一定量生産される学位論文等を電子

的に保存することを義務化すべきである．これには機

関リポジトリを 大限に活用すべきである． 

 

学習スペース提供サービスの向上 

図書電子化が進めば，従来の図書館の「書籍を保存

する場所」としての役割を見直す必要がある．所謂

「ラーニング・コモンズ」の導入は既にいくつもの図

書館で行われているが，図書館としては物理的空間の

提供以上のサービスが可能なはずだ． 

今回視察を行った韓国の図書館のほとんどで，座席

の予約システムが導入されていた．このシステムによ

り，学習スペース提供サービスの単純な利便性の向上

だけでなく，履歴の解析によるレファレンス業務の効

率化やリコメンドサービスの新たな導入が可能になる．

九州大学附属図書館でも平成 22 年度より本格的に，入

館，貸し出し，館内 PC の利用等に IC カードを用いる

システムが導入されており，同様の「図書館マーケティ

ング[2]」が可能なはずだ． 

大学図書館については，リコメンドサービス等によ

るの「学習支援」からさらに一歩踏み込んだ「教育指

導」を行うことを提案する．利用者の興味を把握した

上で，次に読む図書の推薦のみならず，図書館で開催

される講習会や大学の講義を組み合わせた学習プラン

の提供を行ってはどうだろうか．これこそが図書館の

持つノウハウのうち，専門家のスキルに依存した自動

化が困難なものであり，かつ，図書電子化が進んでも

なお求められるものではないだろうか． 

 

なお，ソウル大学校やソウル市内外の図書館につい

ては昨年度の研究開発室年報にも論文[13]や報告[14]

が掲載されている．併せて参考にしていただきたい． 
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